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子，丸山 崇，和田 琢，吉田 佳弘，横田 和浩，荒木 靖人，舟久保 ゆう，秋山 雄次，三村 俊英：SLE患者に

おけるヒドロキシクロロキン内服と3年間の腎機能変化との関連 -LUNAレジストリを用いたコホート観察研

究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 422, 2022.

荒牧 俊幸，荒木 健志，梅津 彩香，髙谷 亜由子，岩本 直樹，一瀬　 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸
孝，川上 純：関節リウマチに対する2剤目のb/ts-DMARDの治療継続率に関与する因子の検討. 日本リウマチ

学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 453, 2022.

髙谷 亜由子，荒木 健志，梅津 彩香，岩本 直樹，荒牧 俊幸，一瀬　 邦弘，寺田 馨，江口 勝美，植木 幸
孝，川上 純：関節リウマチ患者におけるb/ts-DMARDs休薬後の再燃因子の検討. 日本リウマチ学会総会・学

術集会プログラム・抄録集 66回: 453, 2022.

本田 文香，坪井 洋人，東光 裕史，安部 沙織，髙橋 広行，田中　 良哉，中村 英樹，川上 純，渥美 達也，

川野 充弘，金子 祐子，竹内 勤，武井 正美，田村 直人，髙崎 芳成，三村 俊英，三森 経世，大島 至郎，佐

野 統，西山 進，松本 功，住田 孝之：関節リウマチ合併二次性シェーグレン症候群に対するアバタ

セプトの有用性 ;オープンラベル多施設共同前向き観察研究

(Rheumatoid Arthritis with Orencia trial toward Sjögren’s syndrome Endocrinopathy (ROSE)，ROSEⅡ試験. 日本リウ

マチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 483, 2022.

中込 大樹，小林 義照，花井 俊一朗，木田 節，大村 知史，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，

茎田 祐司，山野 泰彦，柳田 拓也，遠藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井

亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡 亮，山崎 章，森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣
幸，川口 崇，川人 豊：ANCA関連血管炎の東日本における診療実態－J-CANVAS(Japan Collaborative registry
of ANca-associated VASculitis)－より. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.

大村 知史，角谷 昌俊，中込 大樹，安倍 能之，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，山野 泰彦，柳田 拓也，

遠藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐介，下島 恭弘，西岡

亮，山崎 章，森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，木田 節，矢嶋 宣幸，川口 崇，川人 豊，

福田 亙：ANCA関連血管炎(AAV)において寛解導入期の低lgG血症は重症感染症発生に関連する：J-
CANVASレジストリデータを用いた過去起点コホート研究. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 66回: 403, 2022.

中西 優市郎，木田 節，大村 知史，中込 大樹，安倍 能之，角谷 昌俊，滝澤 直歩，野村 篤史，茎田 祐司，

山野 泰彦，柳田 拓也，遠藤 功二，平田 信太郎，松井 聖，武内 徹，一瀬 邦弘，加藤 将，柳井 亮，松尾 祐
介，下島 恭弘，西岡 亮，山崎 章，森山 繭子，髙谷 亜由子，宮脇 義亜，猪原 登志子，矢嶋 宣幸，川口

崇，川人 豊：ANCA関連血管炎患者の尿所見改善パターンの実態調査：J-CANVASレジストリを用いた潜在

軌跡モデリング. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 403, 2022.

松尾 巴瑠奈,古賀 智裕,井手 裕之,阪口 立樹,古藤 世梨奈,小島 加奈子,來留島 章太,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,
清水 俊匡,梅田 雅孝,住吉 玲美,井川 敬,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：多発性筋

炎・皮膚筋炎の肺病変 バリシチニブとニンテタニブを含めた集学的治療により救命しえた抗MDA5抗体陽

性急速進行性間質性肺炎の1例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 409, 2022.

内田 智久,一瀬 邦弘,小島 加奈子,北村 峰昭,岡本 百々子,西野 友哉,川上 純：ANCA関連血管炎:コホート研

究・ケースシリーズ 日本人ANCA関連血管炎(AAV)におけるrenal risk scoreによる腎予後予測ツールとしての

評価. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 415, 2022.
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37 .

38 .

39 .
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B-e-2
1 .

2 .

3 .

学会発表数

社会活動

川上純・教授
アドホック委員会（キャッスルマン病・
TAFRO症候群ガイドライン）委員長

日本リウマチ学会

川上純・教授 財務委員会委員 日本リウマチ学会

川上純・教授
アドホック委員会（シェーグレン症候群
ガイドライン）委員長

日本リウマチ学会

川上純・教授 国際委員会副委員長 日本リウマチ学会

川上純・教授 国際育成セミナー小委員会委員長 日本リウマチ学会

川上純・教授 人工知能(AI)医療推進委員会委員長 日本リウマチ学会

川上純・教授 RA超音波標準化委員会委員長 日本リウマチ学会

川上純・教授 評議員 日本リウマチ学会

川上純・教授 九州・沖縄支部長 日本リウマチ学会

川上純・教授 長崎地元連絡協議会委員及び世話人 公益財団法人放射線影響研究所

川上純・教授 理事 日本リウマチ学会

川上純・教授 指定難病審査会委員 長崎県

川上純・教授 理事 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

川上純・教授 C-2水準審査委員会 厚生労働省

0 0 12 2 12 87

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

岩本 直樹,中島 好一,鈴木 貴久,岡田 覚丈,寳來 吉朗,藤川 敬太,古賀 智裕,川尻 真也,荒牧 俊幸,岩永 希,一瀬 邦
弘,玉井 慎美,溝上 明成,折口 智樹,植木 幸孝,川上 純：進行性線維化を伴う間質性肺疾患(PF-ILD)に対するニ

ンテダニブ導入症例の特徴およびその安全性の解析. 九州リウマチ 42(2): S35, 2022.

古賀 智裕,來留島 章太,辻 良香,川尻 真也,岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,川上 純：当院における家族性地中海

熱に対する遺伝子検査体制と移行期医療の取り組み. 九州リウマチ 42(2): S47, 2022.

玉井 慎美,野中 文陽,川尻 真也,有馬 和彦,青柳 潔,前田 隆浩,川上 純：欧州リウマチ学会スコアによる関節リ

ウマチ発症の予測 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 32(Suppl.1): 172, 2022.

岩本 直樹,大山 要,植木 幸孝,道辻 徹,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：強

皮症・MCTD・重複症候群 免疫複合体解析法にて明らかとなった全身性強皮症におけるMediator of RNA
polymerase II transcription subunit 30(MED30)の役割. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66
回: 485, 2022.

Sumiyoshi R,Koga T,Koto S，Kurushima S，Tsuji Y，Michitsuji T，Umeda M，Kawakami A：Identification of
pathways that discriminate between TAFRO type and NOS type in idiopathic multicentric Castleman,s disease. 日本リ

ウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 499, 2022.

Kurushima S，Koga T，Iwamoto N，Mukae H，Ueki Y，Kawakami A：Identification of prognostic factors for the
progression of interstitial lung disease in rheumatoid arthritis. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録

集 66回: 508, 2022.

Hidekawa C，Yoshimi R，Kojitani N，Yoshioka Y，Sakurai N，Sugiyama Kawahara Y，Kunishita Y，Kishimoto
D，Mizuno H，Higashitani K，Sato Y，Nagai H，Hamada N，Maeda A，Tsutida N，Hirahara L，Soejima Y，

Kaoru Takase-minegishi，Kirino Y，Yajima N，Sada K，Miyawaki Y， Ichinose K，Ohno S，Kajiyama H，Sato
S，Shimojima Y，Fujiwara M，Nakajima H：The effect of hydroxychloroquine on infectious diseases in patients with
systemic lupus erythematosus: a preliminary retrospective cohort study from the LUNA registry. 日本リウマチ学会総

会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 517, 2022.

Yamamoto K，Koga T，Ichinose K，Sumiyoshi R，Kurushima S，Shimizu T，Michitsuji T，Tsuji Y，Nishihata
S，Iwamoto N，Umeda M，Origuchi T，Tamai M，Okada A，Furuyam M，Umekita K，Fujita Y，Migita K，

Kawakami A，Mukae H： �Immunological response to anti SARS-CoV-2 mRNA vaccines in patients with rheumatoid
arthritis. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 66回: 518, 2022.
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川㞍真也・講師 委員 長崎大学病院超音波センター運営委員

川㞍真也・講師 運営委員 九州リウマチ学会

川㞍真也・講師 RA超音波標準化小委員会委員 日本リウマチ学会

川㞍真也・講師 International Scientific Committee 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

川㞍真也・講師 評議員 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 評議員 日本リウマチ学会

岩本直樹・准教授 評議員 日本臨床免疫学会

一瀬邦弘・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

一瀬邦弘・准教授 評議員 日本臨床免疫学会

一瀬邦弘・准教授 JCR国際育成セミナー小委員会 委員 日本リウマチ学会

一瀬邦弘・准教授 評議員 日本腎臓学会

一瀬邦弘・准教授
Frontiers in immunology Associate
Editor for Autoimmune and
Autoinflammatory Disorders

Frontiers in immunology

一瀬邦弘・准教授 評議員 日本リウマチ学会

玉井慎美・准教授 評議員 日本臨床免疫学会

玉井慎美・准教授 運営委員 九州リウマチ学会

玉井慎美・准教授 Special Interest Groups(SIG) member アジア太平洋リウマチ学会(APLAR)

玉井慎美・准教授 代議員 日本疫学会

折口智樹・教授 運営委員 九州リウマチ学会

玉井慎美・准教授 評議員 日本リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会

川上純・教授 編集委員
先端医学社・Rheumatology Clinical
Research

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会

川上純・教授 世話人 先端医学社・炎症と免疫

川上純・教授 編集アドバイザー 先端医学社・炎症と免疫

川上純・教授 編集委員 分子リウマチ治療編集委員会

川上純・教授
Arthritis Rheumatology日本語版編集委
員

ワイリー・パブリッシング・ジャパン

川上純・教授 運営委員 九州リウマチ学会

川上純・教授 理事 日本健康促進医学会

川上純・教授 理事 日本シェーグレン症候群学会

川上純・教授 支部長 九州リウマチ学会

川上純・教授 評議員 日本炎症・再生医学会

川上純・教授 理事 日本臨床リウマチ学会

川上純・教授 理事 日本脊椎関節炎学会

川上純・教授 評議員 日本臨床免疫学会

川上純・教授 生涯教育委員会委員 日本内科学会

川上純・教授 教育研修委員会委員 日本リウマチ財団

川上純・教授
International Journal of Rheumatic
Disease Associate Editor

アジア太平洋リウマチ学会(APLAR)

川上純・教授 評議員 日本内科学会

川上純・教授
Modern Rheumatology Transmitting
Editor

日本リウマチ学会

川上純・教授 APLAR Sjogren SIG Convenor アジア太平洋リウマチ学会(APLAR)

川上純・教授
学会誌Modern Rheumatology編集委員会委
員

日本リウマチ学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

難治性疾患実用化研究事業「統合レジスト
リによる多発性筋炎／皮膚筋炎関連間質性
肺疾患の個別化医療基盤の構築」

川上純・教授 日本医療研究開発機構 分担

ゲノム創薬基盤推進研究事業「MEFV遺伝子
の網羅的なVUS機能的アノテーションと新規
Ex vivo assayを用いた患者細胞機能評価・
詳細な遺伝子型解析の統合による家族性地
中海熱の病態及びパイリンインフラマソー
ム活性化機構解明」

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

臨床研究・治験推進研究事業「トシリズマ
ブ効果不十分の特発性多中心性キャッスル
マン病に対するシロリムスの医師主導治
験」

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
難治性疾患実用化研究事業「HAM・HTLV-1陽
性難治性疾患の患者レジストリ活用による
エビデンス創出」

研　究　題　目

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

難治性疾患実用化研究事業「統合レジスト
リを活用したキャッスルマン病・TAFRO症候
群における精密医療基盤の構築を目指す実
用化研究」

川上純・教授 厚生労働省 代表

厚生労働科学研究費補助金「キャッスルマ
ン病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイド
ラインの策定や更なる改良に 向けた国際的
な総意形成を踏まえた調査研究」

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

難治性疾患実用化研究事業「成人発症スチ
ル病（AOSD）に対する5-アミノレブリン酸
塩酸塩／クエン酸第一鉄ナトリウム（5-ALA
HCL/SFC）投与の医師主導治験」

川上純・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

難治性疾患実用化研究事業「多発性筋炎/皮
膚筋炎に伴う進行性フェノタイプを示す間
質性肺疾患に対する活性型IL-18特異的中和
抗体の開発研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

野中文陽・助教 地域連携委員 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会

清水俊匡・助教 評議員 日本リウマチ学会

野中文陽・助教 委員
五島市糖尿病性腎臓病重症化予防事業推進
連絡会

野中文陽・助教 研修委員 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会

古賀智裕・助教 Editorial Board Clinical Immunology

古賀智裕・助教 Editorial Board Clinical Immunology Communications

古賀智裕・助教 評議員 日本臨床免疫学会

古賀智裕・助教 運営委員 九州リウマチ学会

古賀智裕・助教 評議員 日本リウマチ学会

古賀智裕・助教 基礎研究推進委員会サブコミッティ委員 日本リウマチ学会
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川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「自己炎
症疾患の発作の周期性や炎症の多様性を規
定する責任分子調節分子群の包括的同定」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔健
康状態は生活習慣病や認知機能へ影響する
か？：五島コホート研究」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「ベー
チェット病のゲノムワイド亜型解析による
エビデンス創出とレジストリー構築」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「自己免
疫性自律神経節障害の「多様性」に関する
多角的研究」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「単球機
能解析からアプローチする全身性強皮症の
新規バイオマーカーおよび治療標的同定」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎
が起こる前段階で関節リウマチの発症を人
工知能で予測する多角的研究」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「Mixed
Realityと人工知能で実現する関節リウマチ
遠隔医療システムの構築」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「組織マ
クロファージの動的恒常性維持機能を標的
軸としたデザイナー細胞医薬の開発」

川上純・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「家族性
地中海熱の病態における免疫老化の意義を
明らかにする研究」

川上純・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「自己免疫性自
律神経障害の全国調査、診断基準策定、国
際的な総意形成」

川上純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「HAMならびに類
縁疾患の患者レジストリによる診療連携体
制および相談機能の強化と診療ガイドライ
ンの改訂」

川上純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「自己炎症性疾
患とその類縁疾患の全国診療体制整備、移
行医療体制の構築、診療ガイドライン確立
に関する研究」

川上純・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「強直性脊椎炎
に代表される脊椎関節炎及び類縁疾患の医
療水準ならびに患者 QOL 向上に資する大規
模多施設研究」

川上純・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「特発性
多中心性キャッスルマン病の病型をクラス
タリングする分子基盤研究」

川上純・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「自己免疫疾患
に関する調査研究」
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川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(開拓)「健
診コホートのプロテオミクスと人工知能を
基盤とする関節リウマチ個別化予防の構
築」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチの精密医療の実現を目指す多角的な
病態解析研究」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチの関節破壊機序の解明：高解像度CT
によるアプローチ」

岩本直樹・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「AI技術
を活用した『真の寛解』を目指した次世代
関節リウマチ診療アルゴリズムの構築」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「AI技術
を活用した『真の寛解』を目指した次世代
関節リウマチ診療アルゴリズムの構築」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「甲状腺
の有するエネルギー調整機能の動脈硬化指
標への影響の解明」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「ゲーム
依存の社会浸透を防げるか？統合的科学評
価と早期依存対策に向けた基盤研究」

川㞍真也・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎
が起こる前段階で関節リウマチの発症を人
工知能で予測する多角的研究」

岩本直樹・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「単球機
能解析からアプローチする全身性強皮症の
新規バイオマーカーおよび治療標的同定」

一瀬邦弘・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「単球機
能解析からアプローチする全身性強皮症の
新規バイオマーカーおよび治療標的同定」

一瀬邦弘・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「ゲーム
依存の社会浸透を防げるか？統合的科学評
価と早期依存対策に向けた基盤研究」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 挑戦的研究(開拓)「健
診コホートのプロテオミクスと人工知能を
基盤とする関節リウマチ個別化予防の構
築」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチの精密医療の実現を目指す多角的な
病態解析研究」

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「外来に
おける関節リウマチ患者の口腔内環境の実
態および介入効果の多角的検討」

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎
が起こる前段階で関節リウマチの発症を人
工知能で予測する多角的研究」
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野中文陽・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「専門医過疎
の解決を目指しIoTとAIで具現化する次世代
の関節リウマチ専門遠隔医療」

住吉玲美・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「T細胞に着
目した特発性多中心性キャッスルマン病の
病態解明」

梅田雅孝・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「ADAMを介し
た全身性エリテマトーデスにおけるTh17細
胞分化制御機構の解明」

梅田雅孝・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「T細胞Secretome解析を用いた全身性エリ
テマトーデスの病態制御機構の解明」

福井翔一・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「関節リウマ
チとシトルリン化蛋白質の関係にリボソー
ムの異常から迫る」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表

科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員
事業」；全身性エリテマトーデスにおける
病態解明による精密医療の実現と新規治療
薬の創出

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「自己炎
症疾患の発作の周期性や炎症の多様性を規
定する責任分子調節分子群の包括的同定」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パイリ
ンインフラマソーム活性化メカニズムの解
明とその制御法の開発」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リ
ウマチの精密医療の実現を目指す多角的な
病態解析研究」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「ベー
チェット病のゲノムワイド亜型解析による
エビデンス創出とレジストリー構築」

井川　敬・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球
活性化に着目した強皮症合併肺高血圧症の
早期診断・治療標的の包括的同定と展開」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「家族性
地中海熱の「早期診断」と「精密医療の実
現」に向けたバイオマーカーの開発」

川上 純・教授 大正製薬株式会社
高齢者2型糖尿病における、SGLT2阻害薬ルセオグリフ
ロジンの骨微細構造変化に関する縦断的解析（第二世
代高解像度末梢骨用定量的CTを用いた検討）

川上 純・教授 第一三共株式会社
関節リウマチ患者を対象とした骨びらん進行抑制効果
に関するデノスマブ治療と従来治療の比較検討：HR-
pQCTを用いた非盲検無作為化群間比較試験

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社
免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが誘発する1型
糖尿病、内分泌障害、間質性肺疾患の発症に関連する
原因遺伝子多型・変異の探索的研究
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特 許

川上　純・教授
古賀智裕・助教

スティル病と敗血症を鑑別する
バイオマーカー

2018年4月24日 出願中 -

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社
関節リウマチ患者におけるアバタセプト治療反応性を
多角的・高次元に予測する探索的研究

川上 純・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム

間質性肺疾患合併多発性筋炎/皮膚筋炎患者を対象とし
た肺病変の進行を規定するバイオマーカー探索研究

川上 純・教授 アッヴィ合同会社

メトトレキサート（MTX）抵抗性関節リウマチ患者を対
象としたウパダシチニブ＋MTX併用による臨床的寛解達
成および臨床的寛解達成後のMTX休薬における臨床的非
再燃の維持を評価する多施設共同前向き試験

川上 純・教授
ギリアド・サイエンシズ株式会
社

Efficacy and safety of selective JAK 1 inhibitor
Filgotinib in active rheumatoid arthritis
patients with inadequate response to
methotrexate: Comparative study with Filgotinib
and Tocilizumab examined by clinical index as
well as musculoskeletal ultrasound assessment

川上 純・教授 あゆみ製薬株式会社

エタネルセプト先行品投与中で臨床的寛解または低疾
患活動性にある関節リウマチ患者を対象としたエタネ
ルセプトバイオシミラーへの切り替えの有効性に関す
る多施設共同前向き試験（ESCORT Study）

川上 純・教授 あゆみ製薬株式会社

関節リウマチ患者におけるエタネルセプトバイオシミ
ラーの有用性を関節超音波、臨床的指標および血液バ
イオマーカーで評価する多施設共同前向き試験
（ENPORT Study）

川上 純・教授 ネオファーマジャパン株式会社
成人発症スチル病(AOSD)患者における5-アミノレブリ
ン酸(5-ALA)内服によるステロイドの減量作用を検討す
るための単群非盲検介入試験

川上 純・教授 ネオファーマジャパン株式会社
5-ALA(5-Aminolevulinic acid)を用いた1型糖尿病の新
規治療法の開発

川上 純・教授
セルトリオン・ヘルスケア・
ジャパン株式会社

(Part1)レミケードⓇ投与中で臨床的寛解状態にある関
節リウマチ患者を対象とした インフリキシマブBS
「CTH」Ⓡへの切り替えのレミケード継続投与に対する
臨床的寛解状態の維持における非劣性を検証する多施
設共同前向き試験
(Part2) インフリキシマブBS「CTH」Ⓡ投与中で臨床的
寛解または低疾患活動性にある 関節リウマチ患者を対
象としたインフリキシマブBS「CTH」Ⓡ休薬における
臨床的非再燃の維持ならびにインフリキシマブBS
「CTH」Ⓡ再投与の有効性・安全性に 関する多施設共
同前向き試験
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

古賀智裕・講師
【トシリズマブ】家族性地
中海熱に有効

Medical Tribune 2022年12月1日

家族性地中海熱に対する治療
研究について社会に発信し
た。

一瀬邦弘・准教授
プラネタリーヘルス～私た
ちと地球の未来のために～

長崎医学同窓会
朋百

2022年11月1日
プラネタリーヘルスに関して
社会に発信した。

古賀智裕・講師
家族性地中海熱(FMF)治療の
ゴールとコルヒチン抵抗性
症例

日経メディカル 2022年8月10日

家族性地中海熱に対する治療
研究について社会に発信し
た。

川上純・教授

【巻頭言】AI技術が切り拓
く新たなリウマチ学に向け
た教育シンポジウムは今年
が最終年度となります

日本リウマチ学会
News Letter「リウ
マチ」

2022年6月1日
AI技術を用いたリウマチ研究
について社会に発信した。

一瀬邦弘・准教授

第7章：地球環境の変化と非
感染症のリスク（監修・翻
訳）
第10章：気候変動と人間の
健康（監修・翻訳）

プラネタリーヘル
ス：私たちと地球
の未来のために

2022年3月9日
プラネタリーヘルスに関して
社会に発信した。

川上純・教授
関節リウマチ-適切な診断と
進歩した治療-

読売新聞 2022年6月8日
関節リウマチ治療の最新情報
を社会に発信した。

川上純・教授
遠隔医療システム～通信技
術の高度化で、遠方の患者
様にも充実した医療を～

朝日新聞 2022年5月31日

関節リウマチの次世代オンラ
イン遠隔医療システムについ
て社会に発信した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

川上純・教授
次世代遠隔診療で医療の均
てん化に挑む

九州医事新報 2022年3月20日

関節リウマチの次世代オンラ
イン遠隔医療システムについ
て社会に発信した。

清水俊匡・助教 非常勤講師（生活と福祉） 放送大学（長崎学習センター）

岩本直樹・講師 非常勤講師（生活と福祉） 放送大学（長崎学習センター）

古賀智裕・助教 非常勤講師（生活と福祉） 放送大学（長崎学習センター）

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

一瀬邦弘・准教授 非常勤講師（生活と福祉） 放送大学（長崎学習センター）

川上　純・教授
中枢神経ループス（NPSLE）診
断用バイオマーカー

2013年3月18日 出願中 -

一瀬邦弘・講師
糖尿病性腎症の治療用医薬組成
物

2005年3月23日 2012年7月27日 特許第 5044775 号

川上　純・教授
古賀智裕・助教

家族性地中海熱のバイオマー
カー

2015年9月18日 2020年8月9日 特許第 6565099号
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 学術賞受賞

 特筆すべき事項
・清水俊匡・助教：リウマチ療養講演会・医療相談会にて「より安心・安全に生活いただくために～コロナ
禍における注意点～」の講演を行った（2022/11/13）。

辻　良香・助教
JCR 2022 ICW Excellent
Abstract Award

日本リウマチ学会 研究内容が評価された。

福井翔一・助教
令和4年度長崎医学同窓会医学
研究助成金

長崎大学
研究内容と業績が評価され
た。

清水俊匡・助教 第35回内科学会奨励賞 日本内科学会 研究内容が評価された。

住吉玲美・助教
JCR 2022 ICW Excellent
Abstract Award

日本リウマチ学会 研究内容が評価された。

梅田雅孝・助教
JCR 2022 ICW Excellent
Abstract Award

日本リウマチ学会 研究内容が評価された。

古賀智裕・講師
令和3年度長崎大学STAR創出プ
ログラム

長崎大学
研究内容と業績が評価され
た。

住吉玲美・助教 井上満治医学研究奨励基金 長崎大学
研究内容と業績が評価され
た。

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

一瀬邦弘・准教授
令和4年度輔仁会若手教育研究
者のための助成金

輔仁会
研究内容と業績が評価され
た。

川尻真也・講師
RAと遠隔医療～プレコンセ
プションケアを含む

m3.com 2022年11月11日

関節リウマチの次世代オンラ
イン遠隔医療システムについ
て社会に発信した。
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